
祝
復
刊
『
伊
那
』
60
周
年

戦
前
の
『
伊
那
』
を
め
ぐ

っ
て山

村
書
院
山
村
正
夫
氏

の
長
男
光
司
さ
ん
よ
り
、

父
の
遺
品
と
し
て
所
持
し

て
い
た
戦
前
の
『
伊
那
』

を
恵
贈
し
て
い
た
だ
い
た
。

現
在
、
一
般
社
団
法
人
南

信
州
地
域
資
料
セ
ン
タ
ー

で
保
管
し
て
い
る
。
寄
贈

さ
れ
た
『
伊
那
』
は
下
記

の
通
り
で
あ
る
。

昭
和
13
年
12
月
（
第
108

號
）昭

和
14
年
１
月
（
第
109

號
）
か
ら
７
月
、
10
月

（
第
118
號
）
か
ら
12
月
（
第

120
號
）、

昭
和
15
年
２
月
（
第
122

號
）
か
ら
７
月
（
第
127
號
）、

９
月
（
第
129
號
）
か
ら
12

月
（
第
133
號
）、

昭
和
16
年
１
月
（
第
135

號
）、
２
月
（
第
137
號
）、

４
月
（
第
141
號
）、
５
月

（
第
143
號
）、
６
月
（
第
145

號
）、
７
月
（
第
146
號
）、

昭
和
17
年
８
月
（
第
166

號
）
か
ら
９
月
（
第
168
號
）

昭
和
18
年
１
月
（
第
177

號
）、
３
月
（
第
179
號
）、

６
月
（
第
183
號
）

昭
和
19
年
２
月
（
第
194

號
）「
西
尾
実
先
生
指
導
国

語
教
育
特
集
號
」

寄
贈
い
た
だ
い
た
『
伊

那
』
に
は
次
号
製
作
の
た

め
の
ゲ
ラ
見
本
と
し
て
、

朱
筆
を
入
れ
た
も
の
も
あ

る
が
、
こ
れ
と
、
原
田
望

氏
（
三
代
目
『
伊
那
』
主

幹
）
が
自
身
の
所
蔵
本
と

飯
田
中
央
図
書
館
蔵
の

『
伊
那
』
を
も
と
に
作
ら
れ

た
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
「『
伊

那
』
総
目
録
・
戦
前
版
」

索
引
を
も
と
に
、
戦
前
の

『
伊
那
』
の
書
誌
的
周
辺
を

洗
っ
て
お
き
た
い
。

１
　
郷
土
研
究
誌
『
伊
那
』

と
林
榮

郷
土
誌
『
伊
那
』
は
、

昭
和
12
年
11
月
、
飯
田
紬

の
製
造
販
売
を
し
て
い
た

商
家
若
松
屋
の
林
榮
に
よ

っ
て
創
刊
さ
れ
た
『
は
た

の
友
』
が
、
翌
13
年
11
月

に
は
郷
土
研
究
雑
誌
『
伊

那
』
と
改
題
さ
れ
た
雑
誌

で
あ
る
。

そ
の
約
２
年
後
、
昭
和

15
年
９
月
に
山
村
書
院
山

村
正
夫
が
「
伊
那
」
の
そ

の
経
営
を
引
き
継
ぐ
が
、

昭
和
17
年
６
月
號
で
は
再

び
「
休
刊
宣
言
」
が
あ
る
。

そ
の
後
も
下
伊
那
教
育
会

歴
史
部
に
よ
っ
て
刊
行
は

継
続
し
、
山
村
正
夫
が
腸

チ
フ
ス
で
急
逝
（
昭
和
19

年
６
月
没
）
を
受
け
る
よ

う
に
、
そ
の
年
の
10
月
突

然
の
休
刊
に
入
る
。
寄
贈

さ
れ
た
『
伊
那
』
は
山
村

書
院
が
林
榮
か
ら
経
営
を

引
き
継
い
だ
直
後
か
ら
、

「
休
刊
宣
言
」
の
さ
れ
る
頃

ま
で
が
ほ
ぼ
カ
バ
ー
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
る
。

『
伊
那
』
の
経
営
が
山

村
書
店
に
引
き
継
が
れ
る

以
前
か
ら
、
誌
上
に
は
た

び
た
び
山
村
書
院
発
行
の

「
伊
那
郷
土
文
庫
」
な
ど
刊

行
予
定
も
含
め
た
一
連
の

出
版
目
録
が
表
紙
を
飾
る

こ
と
も
あ
り
、
昭
和
14
年

10
月
（
118
號
）
で
は
、「
風

越
山
房
小
話
」
と
題
す
る

編
集
後
記
で
、
林
榮
は

「
山
村
正
夫
君
」
と
い
う
小

見
出
し
で
、
以
下
の
よ
う

に
書
い
て
い
る
。

「
自
分
は
山
村
正
夫
君
を

褒
め
て
も
後
悔
は
し
な
い

と
思
ふ
。
山
村
君
は
人
も

知
る
山
村
書
院
の
主
人
で

あ
り
、
郷
土
出
版
で
其
の

名
が
中
央
に
も
響
い
て
ゐ

る
の
で
あ
る
。
郷
土
史
家

と
し
て
有
名
で
あ
り
自
分

も
そ
の
人
格
を
日
頃
敬
慕

し
て
ゐ
る
市
村
咸
人
氏
の

著
書
が
悉
く
山
村
の
出
版

で
あ
り
其
の
こ
と
は
山
村

君
も
光
栄
と
し
て
よ
い
で

あ
ら
う
し
そ
れ
は
即
ち
山

村
正
夫
君
の
人
格
を
説
明

す
る
に
足
る
事
実
で
あ
る
。

自
分
が
山
村
君
を
知
っ
た

の
は
小
林
郊
人
氏
を
通
じ

て
で
あ
っ
た
。
小
林
氏
が

『
後
藤
三
右
衛
門
傳
』
を
出

版
さ
れ
た
と
き
自
分
も
多

少
夫
れ
に
関
与
し
そ
れ
以

来
山
村
君
と
は
度
々
面
会

も
し
そ
の
人
物
が
好
き
に

な
っ
た
。『
懸
引
の
な
い
正

直
な
人
で
あ
る
』『
あ
ま
り

儲
を
と
ら
な
い
人
で
あ
る
』

『
中
々
仕
事
に
熱
心
な
人
で

あ
る
』
と
い
ふ
感
じ
を

次
々
に
受
け
、
そ
れ
が
今

も
君
に
対
す
る
好
感
情
と

し
て
残
っ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
地
方
出
版
の
困
難
な

事
は
茲
に
私
が
説
明
す
る

迄
も
な
く
識
者
は
既
に
経

験
を
持
た
れ
御
承
知
の
事

と
思
ふ
。
第
一
に
困
難
な

事
は
読
者
が
限
ら
れ
て
ゐ

る
こ
と
で
あ
る
、
何
れ
の

地
方
に
も
郷
土
出
版
が
殆

ど
出
来
な
い
の
に
、
下
伊

那
の
み
斯
く
多
数
の
出
版

が
出
来
る
の
は
、
実
に
山

村
君
の
献
身
的
努
力
に
よ

る
も
の
で
、
世
の
あ
り
ふ

れ
た
打
算
を
先
ず
念
と
す

る
商
人
で
は
手
を
つ
け
ら

1

山村光司氏から寄贈された戦前の郷土誌『伊那』（S.13〜17）
下段中央には表紙２色刷りになり、中身も

林　榮（『信州飯田紬縞帖 』）



れ
な
い
所
で
あ
る
。
さ
う

い
ふ
意
味
で
地
方
の
郷
土

史
家
等
は
山
村
君
に
感
謝

し
て
ゐ
る
。
山
村
君
は
こ

う
ふ
い
ふ
公
益
の
仕
事
を

利
益
を
度
外
し
て
働
い
て

ゐ
る
の
で
、
さ
う
い
ふ
点

は
例
へ
ば
清
節
を
重
ん
ぢ

清
貧
を
重
ん
ぢ
て
ゐ
る
政

治
家
と
少
し
も
変
わ
り
が

な
い
。
識
者
は
ど
う
か
彼

に
一
層
気
込
ん
で
仕
事
が

出
来
る
や
う
に
彼
の
本
を

買
っ
て
遣
っ
て
欲
し
い
。

読
ま
ぬ
本
で
も
よ
い
本
を

買
ふ
こ
と
に
よ
っ
て
彼
を

応
援
し
て
欲
し
い
。
し
か

し
一
面
に
は
つ
ま
ら
ぬ
も

の
は
出
版
さ
せ
ぬ
や
う
に

注
意
し
て
戴
き
た
い
。（
中

略
）
山
村
に
よ
い
本
を
作

ら
せ
て
夫
れ
を
永
く
残
す

こ
と
が
伊
那
文
化
の
為
め

に
な
る
何
よ
り
よ
い
事
で

あ
る
と
い
ふ
意
味
か
ら
山

村
君
を
茲
に
紹
介
す
る
次

第
で
あ
る
」。

い
わ
ば
同
好
の
士
に
エ

ー
ル
を
送
っ
て
い
る
の
だ

が
、
そ
の
年
の
４
月
発
刊

さ
れ
た
ば
か
り
の
小
林
郊

人
著
『
後
藤
三
右
衛
門
傳
』

を
介
し
て
、
林
は
山
村
に

知
り
合
い
、
そ
の
半
年
後
、

こ
の
よ
う
な
肝
胆
相
照
ら

す
如
き
紹
介
を
自
分
の
雑

誌
に
載
せ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
こ
に
は
、
郷
土
出

版
を
め
ぐ
る
、
よ
き
編
集

者
で
あ
り
出
版
者
だ
っ
た

山
村
と
、
そ
の
業
の
困
難

を
理
解
す
る
学
者
や
同
業

者
、
い
わ
ば
志
を
同
じ
く

す
る
も
の
の
、
よ
き
関
係

が
見
て
と
れ
る
。
翌
11
月

（
119
號
）
の
『
伊
那
』
に
は
、

小
林
郊
人
が
「
伊
那
の
文

化
」
と
し
て
、
飯
田
図
書

館
主
催
の
「
伊
那
文
化
展

陳
列
」
の
明
治
以
降
当
地

で
出
版
さ
れ
た
書
籍
・
新

聞
の
紹
介
を
載
せ
て
い
る
。

玉
石
混
淆
の
観
も
あ
る
が
、

す
で
に
散
逸
し
て
し
ま
っ

た
資
料
も
多
々
あ
る
。
こ

れ
ら
地
域
の
基
本
文
献
程

度
は
、
図
書
館
で
最
低
保

管
整
理
し
て
お
い
て
ほ
し

い
も
の
だ
と
願
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

さ
て
、
こ
の
こ
ろ
の

『
伊
那
』
は
「
一
ヶ
年
三
十

六
銭
　
郵
税
共
　
切
手
代

用
一
割
増
」
で
振
替
送
金

は
「
名
古
屋
一
七
九
四
〇

番
林
榮
名
儀
」
で
在
り
、

発
行
編
輯
兼
印
刷
人
　
林

榮
／
発
行
所
　
伊
那
文
化

研
究
社
／
印
刷
所
　
熊
谷

印
刷
所
」
と
の
記
載
が
あ

る
。
執
筆
者
は
、
市
村
咸

人
は
じ
め
、
大
沢
和
夫
・

平
沢
清
人
・
正
木
敬
二
・

小
林
郊
人
・
村
沢
多
計
夫

（
武
夫
）
・
山
田
居
麓
・
伊

藤
松
古
・
言
哉
林
榮
・
和

地
清
・
前
澤
博
人
・
牧
内

武
司
・
烏
寒
三
郎
な
ど
の

名
前
が
確
認
で
き
る
。

２
『
伊
那
』
の
変
化
〜
山

村
書
院
の
経
営

昭
和
２
年
京
都
の
業
界

紙
に
「
日
本
一
の
賃
織
屋
」

と
し
て
紹
介
さ
れ
、
一
世

を
風
靡
し
た
織
物
工
場
若

松
屋
、
そ
の
余
剰
の
産
物

と
し
て
の
『
は
た
の
友
』

で
あ
り
『
伊
那
』
で
あ
っ

た
が
、
時
勢
に
は
抗
え
な

い
。
昭
和
15
年
４
月
（
124

號
）
に
は
、
実
母
の
死
に

対
す
る
弔
意
へ
の
挨
拶
と

共
に
以
下
の
よ
う
な
、
林

榮
の
弱
音
が
書
か
れ
て
い

る
。「
母
の
葬
式
や
旁
々
で
、

本
月
は
雑
誌
の
事
な
ど
を

考
へ
て
ゐ
る
余
裕
も
な
か

っ
た
が
、
幸
い
に
同
人
諸

君
の
御
力
で
滞
り
な
く
発

行
出
来
た
こ
と
を
謹
む
で

感
謝
い
た
し
ま
す
。
／
紙

の
不
足
な
ど
か
ら
し
て
、

雑
誌
の
経
営
も
中
々
難
関

に
立
っ
て
ゐ
る
の
で
す
が
、

熱
心
な
御
後
援
に
応
え
て

少
な
く
も
後
退
す
る
こ
と

の
な
い
様
に
い
た
し
た
い

と
存
じ
ま
す
。（
後
略
）」

と
あ
り
、
徐
々
に
戦
時
下

の
物
資
不
足
が
影
響
し
て

き
て
い
る
様
子
が
推
察
さ

れ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
年
の
秋

昭
和
15
年
９
月
（
129
號
）

に
い
た
っ
て
、「
伊
那
誌
の

経
営
の
こ
と
ど
も
」
と
題

す
る
一
文
が
囲
み
の
「
御

通
知
」（
写
真
参
照
）
と
と

も
に
掲
載
さ
れ
た
。「
下
伊

那
は
特
に
郷
土
研
究
の
盛

な
土
地
で
あ
る
。
そ
の
郷

土
研
究
諸
大
家
の
御
後
援

を
う
け
て
、
世
に
多
少
の

存
在
を
認
め
ら
れ
て
来
た

本
誌
は
、
小
粒
な
が
ら
味

を
利
か
せ
た
い
と
努
力
し

て
来
た
の
で
し
た
。
又

愈
々
内
容
を
整
備
拡
充
し

て
邦
家
の
た
め
一
層
何
か

の
御
役
に
立
ち
た
い
と
念

願
し
て
来
た
の
で
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
経
営
上
に
は

微
力
な
私
に
は
思
ふ
に
任

せ
ず
、
之
亦
篤
志
家
の
御

恵
投
を
蒙
り
な
ど
し
て
漸

く
今
日
ま
で
す
す
ん
で
来

ま
し
た
。
／
つ
き
ま
し
て

は
今
回
山
村
正
夫
君
に
相

談
し
て
今
後
の
経
営
一
切

を
あ
げ
て
山
村
君
に
お
願

ひ
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し

た
。
山
村
君
は
皆
様
も
御

承
知
の
通
り
郷
土
出
版
社

の
山
村
君
で
あ
っ
て
、
本

県
郷
土
史
界
に
大
切
な
存

在
で
あ
り
、
又
我
下
伊
那

に
市
村
先
生
を
始
め
と
し

て
先
輩
新
進
の
権
威
者
を

多
数
出
し
た
こ
と
も
其
の

著
書
の
出
版
に
山
村
君
の

隠
れ
た
努
力
の
あ
っ
た
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

と
思
ふ
位
で
あ
る
。
そ
の

山
村
君
が
一
切
や
っ
て
呉

れ
る
と
い
ふ
の
だ
か
ら
快

く
委
せ
る
こ
と
に
し
た
。

勿
論
私
の
本
誌
に
対
す
る

希
望
を
継
い
で
私
の
希
望

を
曲
げ
な
い
で
遣
っ
て
呉

れ
る
と
い
ふ
の
だ
か
ら
、
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そ
の
点
も
私
は
大
に
意
を

安
じ
て
を
ら
れ
る
次
第
で

あ
り
ま
す
」
と
あ
る
。

山
村
書
院
が
引
き
継
ぐ

と
、
無
料
贈
呈
を
廃
し
、

会
費
（
購
読
料
）
も
写
真

版
や
頁
数
が
16
頁
に
増
え

る
の
と
引
替
に
「
一
ヶ
月

十
銭
」
と
大
幅
な
値
上
げ

を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

ま
た
送
金
先
も
「
振
替
長

野
六
二
〇
八
番
山
村
書
院

（
伊
那
文
化
研
究
会
）」
と

な
る
。

さ
ら
に
特
記
す
べ
き
は

は
印
刷
所
の
変
更
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
は
「
上
飯
田
四

二
七
五
　
熊
谷
印
刷
所
」

だ
っ
た
が
、
10
月
以
降
は

「
上
飯
田
四
六
五
五
　
南
信

印
刷
所
」
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
長
年
山
村
書
院
の

印
刷
物
を
担
当
し
て
き
た

原
田
増
蔵
の
研
究
社
が
戦

時
体
制
下
で
猶
興
社
と
合

併
し
て
南
信
印
刷
（
原
田

は
専
務
に
就
任
）
と
な
っ

て
い
た
た
め
で
、
工
場
は

研
究
社
時
代
の
場
所
で
そ

の
ま
ま
営
業
を
続
け
て
い

た
。
山
村
は
心
を
許
し
た

原
田
に
当
然
の
よ
う
に

『
伊
那
』
の
印
刷
も
委
せ
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
原

田
家
三
代
に
わ
た
る
郷
土

誌
『
伊
那
』
の
出
会
い
に

な
っ
た
。

ま
た
奥
付
に
は
「
発
行

兼
編
集
者
に
林
榮
」
の
名

前
が
あ
る
（
戦
前
の
『
伊

那
』
は
林
榮
が
携
わ
ら
な

く
な
っ
て
も
登
記
上
の
関

係
な
の
か
、
敬
慕
の
念
か

ら
か
林
の
名
前
を
残
し
て

い
る
）
も
の
の
「
後
記
」

は
林
に
代
わ
っ
て
山
村
が

書
い
て
い
る
。
そ
の
後
記

に
は
「
本
誌
も
未
だ
毎
號

に
て
発
行
者
林
榮
氏
と
私

の
隔
月
の
負
担
に
よ
っ
て

発
行
し
て
ゐ
ま
す
。
本
誌

に
よ
つ
て
一
銭
の
利
益
を

得
よ
う
と
は
思
ひ
ま
せ
ん

が
一
杯
位
に
行
け
る
様
に

し
た
い
と
思
ひ
ま
す
」
と
、

苦
し
い
台
所
事
情
を
綴
っ

て
い
る
。

し
か
し
、
経
営
移
管
後

半
年
は
「
月
１
回
15
日
発

行
」
と
表
紙
に
印
刷
さ
れ

て
い
た
が
、
昭
和
16
年
４

月
號
（
141
號
）
か
ら
「
毎

月
二
回
一
日
十
五
日
発
行
」

と
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
15
年
11
月
（
131
號
）

巻
末
に
括
弧
書
き
に
（
お

断
り
　
第
三
種
郵
便
物
の

規
定
に
よ
り
会
員
組
織
の

一
部
を
変
更
い
た
し
ま
し

た
）
の
添
え
書
き
が
あ
る

が
、
具
体
的
な
こ
と
記
述

は
な
い
。
そ
し
て
、
不
思

議
な
こ
と
に
、
こ
の
12
月

（
133
號
）
か
ら
通
巻
の
號
数

が
１
つ
飛
ば
し
に
な
る
。

本
来
で
あ
れ
ば
132
號
の
と

こ
ろ
、
133
號
と
な
っ
て
い

る
。正

月
號
製
作
の
た
め
に
、

前
號
ゲ
ラ
に
見
本
と
し
て

「
第
一
三
三
號
號
」
の
一
の

位
の
「
三
」
を
「
五
」
に

１
つ
飛
ば
し
に
指
定
し
た

山
村
の
書
き
込
ん
だ
ゲ
ラ

が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
誤
謬
で
は
な
く
意
識
的

な
も
の
で
あ
る
。

原
田
望
氏
が
仄
聞
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
は
、「
当
時

父
親
が
当
時
発
刊
し
て
い

た
『
組
合
製
糸
研
究
』（
大

正
９
年
創
刊
〜
）
と
通
巻

の
號
数
を
割
り
振
っ
た
と

聞
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
」

と
い
う
が
、
第
三
種
郵
便

許
可
の
発
行
物
が
そ
う
し

た
こ
と
が
で
き
た
の
か
、

は
な
は
だ
不
明
で
あ
る
。

「
毎
月
二
回
一
日
十
五
日
発

行
」
の
表
記
は
廃
刊
に
な

る
昭
和
19
年
３
月
（
195
號
）

ま
で
続
い
て
い
る
。

通
巻
號
数
の
表
記
は
１

つ
飛
ば
し
だ
が
、
冊
子
の

頁
数
は
通
巻
表
記
を
意
図

し
て
29
頁
で
終
え
た
１
月

號
を
受
け
て
２
月
號
は
30

頁
か
ら
始
ま
る
と
い
う
具

合
で
あ
る
。

ま
た
、
表
紙
は
以
前
は

目
次
だ
け
だ
っ
た
も
の
が
、

松
尾
多
勢
子
の
肖
像
や
菱

田
春
草
の
日
本
画
、
古
文

書
な
ど
地
域
史
に
関
連
し

た
写
真
や
図
版
を
掲
げ
る

よ
う
に
な
り
、
ビ
ジ
ュ
ア

ル
に
訴
え
る
も
の
に
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
増
頁
を

受
け
て
だ
ろ
う
が
表
４

（
裏
表
紙
）は
全
面
広
告
で
、

若
松
屋
と
山
村
書
院
、
時

に
県
外
の
出
版
社
の
広
告

が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
頃
の
執
筆
陣
は
、

前
述
の
人
々
に
加
え
、
北

原
痴
山
・
向
山
雅
重
・
福

島
豊
・
日
下
部
新
一
・
伊

藤
兵
三
・
竹
村
浪
の
人
・

林
和
男
・
代
田
豊
太
郎
・

宮
下
操
・
伊
藤
傳
・
有
賀

喜
左
衛
門
・
片
山
勝
・
小

泉
一
三
・
後
沢
重
雄
・
武

田
彦
左
衛
門
・
入
交
好

脩
・
新
納
忠
之
介
・
河
竹

繁
俊
・
盬
澤
多
嘉
示
・
平

澤
里
子
・
後
藤
俊
三
・
下

條
山
人
ら
、
山
村
の
交
友

を
取
り
込
む
形
で
幅
広
く

な
っ
て
い
る
。

３
　
山
村
の
急
逝
〜
下
伊

那
教
育
会
と
の
関
係

昭
和
17
年
に
な
る
と
表

紙
が
二
色
刷
り
に
な
り
、

執
筆
者
も
増
え
、
さ
ら
に
、

コ
ー
ト
紙
の
写
真
版
口
絵

が
増
え
、
表
紙
の
図
版
が

口
絵
に
移
さ
れ
、
そ
の
解

説
が
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
無

理
が
災
い
し
た
の
か
、
こ

の
年
の
『
伊
那
』
３
月

（
159
號
）
に
次
の
よ
う
な

「
謹
告
」
が
載
っ
た
。「
本

誌
の
た
め
御
期
待
と
御
支

援
下
さ
い
ま
し
た
読
者
諸

賢
又
御
執
筆
者
に
対
し
申

訳
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す

が
色
々
の
都
合
上
六
月
號

を
以
っ
て
休
刊
致
す
こ
と
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に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で

四
、
五
、
六
月
號
の
合
冊

特
輯
を
五
月
上
旬
発
行
し

終
刊
號
と
致
し
ま
す
。（
後

略
）」
と
す
る
休
刊
（
終
刊
）

宣
言
が
掲
載
さ
れ
る
。
こ

こ
で
い
う
「
色
々
の
都
合
」

は
、
四
五
六
月
合
冊
特
集

號
と
な
っ
た
第
163
號
に
１

頁
を
と
っ
た
謹
告
で
山
村

自
ら
が
次
の
よ
う
に
匂
わ

せ
て
い
る
。「
前
號
に
て
本

誌
の
休
刊
を
申
上
げ
ま
し

た
処
多
数
の
読
者
諸
賢
よ

り
「
休
刊
は
惜
し
い
何
と

か
な
ら
な
い
か
」
と
熱
烈

な
る
御
言
葉
や
御
書
面
を

頂
き
何
と
も
恐
縮
の
次
第

で
あ
り
ま
し
た
。
本
誌
は

御
承
知
の
通
り
林
榮
氏
発

行
の
も
の
も
を
同
氏
の
御

依
頼
と
御
援
助
に
よ
り
経

営
一
切
を
御
引
受
け
致
し

た
の
で
あ
り
ま
す
。
元
よ

り
営
利
な
ど
考
へ
ず
郷
土

認
識
の
機
関
に
精
神
力
培

養
に
郷
土
文
化
の
た
め
多

少
な
り
共
お
役
に
立
て
ば

と
微
力
乍
ら
も
努
力
し
て

参
り
ま
し
た
が
、
今
や
皇

軍
の
大
戦
果
に
伴
ひ
国
内

体
制
の
整
備
拡
充
に
新
文

化
の
建
設
に
と
国
民
総
力

の
時
に
当
り
、
何
等
教
養

な
き
文
盲
の
私
に
取
っ
て

責
任
重
く
又
時
間
の
余
裕

と
経
済
的
の
関
係
上
完
全

な
る
も
の
出
来
難
く
色
々

悩
さ
れ
し
結
果
御
期
待
さ

れ
し
林
榮
様
及
皆
様
に
対

し
て
申
訳
な
く
も
休
刊
を

申
上
げ
た
の
で
あ
り
ま
す
」

と
あ
り
、
戦
時
下
の
不
如

意
に
加
え
「
時
間
の
余
裕

と
経
済
的
の
関
係
上
」
断

念
し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ

る
。が

、
し
か
し
、『
伊
那
』

の
果
た
し
て
来
た
役
割
は

多
く
の
心
あ
る
人
の
胸
を

打
っ
た
に
相
違
な
い
。
な

か
ん
ず
く
市
村
咸
人
を
い

た
だ
く
下
伊
那
教
育
会
が

救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
た
。

先
の
「
謹
告
」
は
次
の
よ

う
に
続
く
。「
今
回
幸
ひ
に

も
下
伊
那
教
育
会
其
他
の

有
志
の
方
々
に
依
っ
て
本

誌
を
こ
の
ま
ゝ
継
続
御
引

受
け
下
さ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
下
記
の
通
り
郷

土
研
究
家
の
諸
氏
に
よ
っ

て
編
輯
発
行
さ
れ
る
こ
と

は
誠
に
喜
ば
し
い
限
り
で

す
。
以
上
の
如
く
本
號
を

以
っ
て
小
院
よ
り
の
発
行

を
打
切
り
ま
す
故
何
卒
御

諒
承
御
願
ひ
し
ま
す
。
終

り
に
特
に
御
支
援
下
さ
い

ま
し
た
市
村
咸
人
先
生
始

め
其
他
の
諸
先
生
及
び
読

者
各
位
に
対
し
謹
ん
で
御

礼
申
上
げ
ま
す
」
と
す
る

山
村
の
挨
拶
の
告
げ
る
よ

う
に
、
以
降
の
の
編
輯
を

下
伊
那
教
育
会
歴
史
部
が

担
う
こ
と
に
な
り
、
事
務

局
が
下
伊
那
教
育
会
館
内

に
お
か
れ
た
。
こ
れ
を
購

読
会
員
を
「
伊
那
郷
土
史

学
会
」
と
し
た
組
織
化
も

進
み
、『
伊
那
』
は
月
１
回

発
行
さ
れ
る
機
関
誌
と
位

置
づ
け
ら
れ
、
表
３
（
裏

表
紙
裏
）
に
は
、
そ
の
規

約
を
掲
げ
る
て
い
る
。
こ

う
し
た
組
織
化
に
関
し
て

は
史
学
会
代
表
で
も
あ
る

市
村
咸
人
の
影
響
力
が
大

き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

山
村
は
完
全
に
退
い
て
し

ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
13

人
の
同
人
の
ひ
と
り
と
し

て
残
っ
て
い
る
。
昭
和
18

年
に
な
る
と
物
資
の
統
制

で
い
よ
い
よ
苦
し
く
な
っ

て
い
く
が
、
組
織
化
が
成

功
し
た
の
か
、
史
学
会
の

会
員
は
３
月
號
136
人
、
４

月
號
154
人
、
６
月
號
175
人

と
、
教
員
を
中
心
に
一
月

に
数
十
人
ず
つ
増
え
て
い

っ
た
。

そ
ん
な
中
、
同
年
６
月

30
日
発
行
の
『
伊
那
』
６

月
183
號
に
山
村
正
夫
が
６

月
29
日
37
歳
で
逝
去
し
た

旨
の
そ
の
訃
報
が
掲
載
さ

れ
た
。

今
回
、
上
掲
の
『
伊
那
』

を
寄
贈
い
た
だ
い
た
山
村

正
夫
の
嗣
子
光
司
さ
ん
は

こ
の
時
国
民
学
校
の
五
年

生
だ
っ
た
。

４
　
原
田
島
村
と
『
伊

那
』下

伊
那
教
育
会
が
引
き

継
い
だ
『
伊
那
』
は
山
村

書
院
と
の
つ
な
が
り
の
深

い
原
田
増
蔵
の
南
信
印
刷

所
で
、
翌
19
年
３
月
ま
で

印
刷
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
少
し
く
原
田
増

蔵
（
島
村
）
を
追
っ
て
み

よ
う
。

『
島
村
翁
の
米
寿
を
祝
う
』

（
非
売
品
・
昭
和
57
年
）
の

坂
下
廣
士
の
寄
稿
に
よ
れ

ば
、
大
正
12
年
２
月
当
時
、

島
村
は
「
南
信
」
町
政
記

者
の
か
た
わ
ら
「
組
合
製

糸
研
究
」
と
、
女
工
対
象

の
「
日
々
の
あ
ゆ
み
」
と

い
う
月
刊
雑
誌
を
発
行
し

て
い
た
。
こ
れ
が
縁
で
、

南
信
主
筆
池
田
愛
泥
に
認

め
ら
れ
、「
南
信
」
記
者
と

し
て
働
く
よ
う
に
な
っ
た

ら
し
い
。
当
時
の
住
居
は

中
央
通
り
（
中
荒
町
）
の

飯
田
電
話
局
下
の
曲
が
り

角
に
あ
っ
た
町
役
場
に
続

く
西
口
の
小
路
を
約
40
メ

ー
ト
ル
位
入
っ
た
所
の
格

子
造
り
の
家
、
そ
の
後
、

自
ら
印
刷
す
る
こ
と
を
考

え
昭
和
４
年
春
に
鈴
加
町

に
移
転
し
て
研
究
社
印
刷

所
を
創
立
し
、
そ
の
後
、

昭
和
16
年
に
は
株
式
会
社

南
信
印
刷
に
発
展
し
た
、

と
あ
り
、
昭
和
16
年
に
一

つ
の
転
機
が
あ
っ
た
ら
し

い
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

こ
の
年
は
奇
し
く
も
山
村

正
夫
が
『
伊
那
』
を
引
き

受
け
た
翌
年
に
あ
た
る
。

同
じ
『
島
村
翁
の
米
寿

を
祝
う
』
に
寄
せ
た
日
下

部
新
一
の
文
章
に
も
「
昭

和
４
年
に
印
刷
所
研
究
社

を
創
設
し
た
。
印
刷
所
経

営
と
雑
誌
刊
行
と
併
続
し
、

最
盛
期
に
は
印
刷
所
従
業

員
も
二
十
名
を
超
す
程
と

な
り
、
山
村
書
院
刊
行
の

郷
土
出
版
物
は
一
手
に
引

き
受
け
て
印
刷
し
た
。
だ

が
太
平
洋
戦
争
に
突
入
す

る
と
、
印
刷
用
紙
が
不
足

を
来
た
し
昭
和
十
七
年
遂

に
廃
業
の
や
む
な
き
に
至

り
一
介
の
浪
人
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
／
敗
戦
後
南

信
時
事
新
聞
の
記
者
に
と

な
り
、
僅
か
の
給
料
に
不

足
勝
ち
の
日
々
を
送
っ
て

い
る
時
、
市
村
咸
人
・
福

島
豊
両
氏
の
奨
め
に
よ
り

郷
土
研
究
誌
『
伊
那
』
刊

行
を
決
意
し
た
。「
伊
那
」

は
先
に
山
村
書
院
に
続
い

て
教
育
会
歴
史
部
で
刊
行

し
て
い
た
が
用
紙
配
給
が
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断
た
れ
て
廃
刊
と
な
っ
て

い
た
も
の
で
あ
る
」
と
の

指
摘
が
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
間
事
情
を
、

同
書
『
島
村
翁
の
米
寿
を

祝
う
』
に
添
え
ら
れ
た

「
原
田
島
村
翁
略
年
譜
」
に

み
れ
ば
、
島
村
は
伊
賀
良

小
学
校
高
等
科
４
年
を
卒

業
後
、
松
尾
・
鼎
・
大
鹿

な
ど
の
組
合
製
糸
工
場
に

つ
と
め
る
傍
ら
「
中
学
講

義
録
」
等
勉
学
を
続
け
、

大
正
３
年
に
田
口
イ
サ
と

結
婚
（
二
男
三
女
を
も
う

け
る
）、
大
正
６
年
に
南
信

に
投
稿
し
た
論
文
が
縁
と

な
り
通
信
員
と
な
る
一
方

で
、
大
正
９
年
９
月
『
組

合
製
糸
研
究
』
を
創
刊
し
、

大
正
10
年
、
鼎
村
か
ら
飯

田
中
荒
町
関
島
氏
の
借
家

に
移
転
し
て
い
る
。
坂
下

氏
の
記
憶
は
、
こ
の
時
分

の
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の

後
、
大
正
13
年
妻
イ
サ
の

死
去
、
昭
和
２
年
佐
々
木

貞
と
再
婚
、
三
男
真
（
二

代
島
村
）、
以
後
四
女
、
計

五
男
五
女
を
も
う
け
る
。

昭
和
７
年
研
究
社
を
興
し

吾
妻
町
に
転
居
、
15
年
に

は
中
原
謹
司
の
猶
興
社
と

合
併
し
て
南
信
印
刷
と
し

て
、
専
務
に
就
任
し
た
。

一
方
で
、
飯
田
町
の
印

刷
業
界
の
記
録
に
よ
れ
ば
、

昭
和
10
年
17
社
で
つ
く
ら

れ
た
飯
田
の
印
刷
組
合
で

は
副
組
合
長
を
務
め
て
い

る
が
、
国
家
総
動
員
法
で

紙
も
ま
た
配
給
に
な
り
、

昭
和
14
年
以
降
既
述
の
よ

う
に
配
給
紙
の
不
足
が
で

て
き
た
ら
し
く
、
業
界
の

昭
和
16
年
頃
の
業
界
の
統

合
で
は
「
南
信
印
刷
」
の

看
板
下
「
原
田
の
工
場
」

と
し
て
業
務
を
続
け
て
い

た
（
原
田
望
氏
談
）
が
、

昭
和
18
年
暮
れ
の
業
界
再

編
成
、
す
な
わ
ち
「
自
発

的
な
転
廃
業
を
募
り
、
次

に
売
上
高
・
用
紙
の
使
用

量
、
地
理
的
配
置
を
調
査

し
、
組
合
内
申
も
加
味
し

て
、
県
の
組
合
と
担
当
官

庁
が
検
討
し
て
、
同
年
11

月
28
日
に
、
赤
穂
町
に
南

信
地
区
の
全
業
者
を
集
め

て
、
県
・
組
合
の
係
員
が

来
て
、
継
続
す
る
業
者
が

発
表
さ
れ
た
」
と
す
る
が
、

そ
の
中
に
「
南
信
印
刷
」

の
名
前
は
見
あ
た
ら
な
い
。

先
の
「
略
年
譜
」
に
は

「
昭
和
18
年
『
組
合
製
紙
研

究
』
は
官
の
命
令
で
廃
刊

し
た
」
と
、
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
だ
っ
た
『
組
合
製
糸
研

究
』
を
止
め
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
悔
し
さ
を
に
じ
ま

せ
る
、
簡
単
な
一
文
で
廃

業
を
記
し
て
い
る
。

と
同
時
に
、
山
村
正
夫

没
後
も
下
伊
那
教
育
会
歴

史
部
の
手
に
よ
っ
て
細
々

と
続
け
ら
れ
て
い
た
『
伊

那
』
の
出
版
も
３
月
『
肥

後
和
男
先
生
講
演
会
特
集

號
』
を
最
後
と
な
っ
た
。

（
嶋
）
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